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研究成果の概要（和文）：本研究は考古学を中心として，その歴史，理論的基盤を哲学的に検討することを目指
した．特に注目したのが，考古学における人文，社会，自然科学的側面が相互に関連し合うという特徴であり，
同じ分野の中でそれらの異なる側面がどのように関係し，またどのような関係にあるべきかを考察した．主な成
果としては，まず日本考古学の歴史的側面（プロセス考古学やポストプロセス考古学といった海外での理論的動
向に対して日本考古学がどう対応したか）を考察し，論文と書籍にまとめた．理論的基盤に関する哲学的考察も
同時に行い，論文を投稿することができた．

研究成果の概要（英文）：The present study focused especially on archaeology and examined its 
historical and theoretical foundations philosophically. One of the main interests was how aspects of
 humanities, social sciences, and natural sciences actually do and should interact in archaeology as
 a single discipline. Some representative works include a paper and book chapter examining the 
history of Japanese archaeology focusing on introductions of processual and post-processual 
archaeology to Japan, and a paper (submitted) investigating theoretical foundations of Japanese 
archaeology philosophically. 

研究分野： 自然哲学

キーワード： 考古学の哲学　考古学の歴史

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は考古学理論・実践の歴史・哲学的考察を第一の目標にしていたが，生物学や物理学など，さまざまな科
学技術に対する哲学的・歴史的分析が行われている中で，世界的に見ても，考古学に関するこうした分析は決し
て多いとは言えない状態である．また，考古学という営み自体，世界各国で多様性が見られる．本研究では主な
対象として日本考古学（特に日本考古学と世界考古学の関係）を取り上げたが，こうした意味でも本研究の成果
は一定の意義をもつと考えられる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年，生物学や物理学などを中心として，さまざまな分野を対象に科学哲学・科学史的考察が
行われている．しかし，こうした研究の中でも，やはり社会科学や人文学を対象とした歴史的・
哲学的研究はそれほど多いとは言えない状態が続いている． 
 また近年では（学術的のみならず，社会的にも），人文学・社会科学の位置付けが問われる場
面も少なくなく，そうした意味においても，人文学や社会科学の歴史的・哲学的分析が重要にな
ると考えられる．こうした問題意識のもと，本研究では考古学を対象として取り上げ，歴史的・
哲学的考察を行い，さらにはその考察を足がかりとして，人文学の哲学の基盤を構築しようと試
みた． 
 考古学は日本では人文学に分類される．しかし，アメリカなどの国では，人類学の一部として
社会科学に分類されることもある．また，こうした分類が示す通り，考古学には人文学や社会科
学，さらには自然科学的要素も近年では積極的に導入されており，現代の考古学はある種の学際
的融合分野として成立していると言ってよいだろう．そうした意味で，さまざまな分野と比較し
つつ，人文学の位置付けを考察するには，考古学（およびその近隣分野）は非常に最適な対象で
あると言えるだろう． 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，考古学を一つの事例とした，人文学の哲学の基盤構築である．人文学も他の
分野と同様，歴史とともに多様化・学際化しており，さまざまな変化を遂げている．こうした歴
史的変化を踏まえ，考古学，特に日本考古学の理論と実践を哲学的に考察し，考古学内部の多様
性を明らかにするとともに，そのあるべき姿についても考察を展開する．それを踏まえて，人文
学の位置付けを検討する． 
 
３．研究の方法 
 基本的には文献調査を主とした．しかし，考古学の実践を十分に捉えるには，遺物の観察や遺
跡の発掘といった，考古学独自の営みにも関与しつつ，考察を進める必要がある．したがって，
遺跡の発掘にも時折参加し（2017 年および 2018 年には岡山大学考古学研究室の鳥取県岩伏し遺
跡の発掘に同行し，調査を行なった），考古学の研究方法などについて認識論的見地から検討を
行なった． 
 また，さまざまな考古遺物の観察・情報収集なども同時に行いつつ，考古学理論・実践の歴史
的・哲学的考察を進めた．特に，共同研究者と進めていた縄文時代・弥生時代における集団的暴
力の起源・原因に関する考察を同時並行して行い，古人骨データや甕棺と呼ばれる弥生時代の土
器製の墓などについて，情報収集や観察を行なった． 
 
４．研究成果 
 まず，日本考古学の実践と理論については歴史的・哲学的考察をある程度まとまって行うこと
ができ，それらは論文や書籍として発表することができた（中尾 2018，2019，投稿中，Nakao 
2018，中尾・松木 2017，中尾・松木・三中 2017）．日本考古学における自然科学的手法の導入に
ついて歴史的に考察した論考については，これまであまり扱われてこなかったテーマであるた
め，一定の意義を持つだろうと考えている（中尾 2018，Nakao 2018）．もちろん関連する先行研
究はいくつか挙げられるが（e.g., Igawa-Smith 1982），これらの先行研究においては特定の大
学や研究者の影響が強調されることが多く，日本考古学における自然科学的手法の導入の全体
像を捉えきれているとは言い難い状態であった．Nakao（2018）においては，戦後〜1980 年代ま
でに日本考古学の代表的雑誌（『考古学研究』や『日本考古学』など）に発表された原著論文を
全て調査し，その中でどういった研究者がどのような自然科学的手法を用いて考察を行なって
いるかを検討した．結果，先行研究では見逃されていた研究伝統が非常に大きな役割を果たして
いることが明らかになった．またこの内容については中尾（2017）のような口頭発表も行なうこ
とができた． 
 さらに，歴史的考察に関しては，日本におけるプロセス考古学とポストプロセス考古学の代表
的牽引者である二人の研究者を招いて，両アプローチの導入に関する歴史的，あるいは理論的側
面を議論し合うシンポジウムを 2016 年に開催し，それを踏まえた論文集を 2018 年に発表する
ことができた（阿子島・溝口 2018）．こちらでも日本でプロセス考古学やポストプロセス考古学
がどのように受け止められていたかについて歴史的に考察した（中尾 2018）． 
 日本考古学の理論的基礎を考察した論考についても，これまであまり体系的に論じられるこ
とのなかったテーマを扱っているため，その意味において，こちらも一定の意義をもつものにな
ったと期待したい（中尾 2019，投稿中）．こちらの論考では日本考古学での現時点での実践と理
論的基盤の関係について考察し，両者の間にあるさまざまな問題点を指摘した．特に指摘したの
は実測図や型式についてである．今も遺跡の発掘報告書には実測図という 2 次元での遺物デー
タが記載されるが，この実測図を巡っては実践的にも理論的にも一致した見解が存在しない（遺
物をある程度「客観的に」記載したものである，という程度の一致はあるが）．その上，実測図
に基づいて研究を行うことは考古学の中では評価されづらい状態が続いている．そういった状
態の中で，実測図を記載した遺跡発掘報告書を発行し続ける意義はどこにあるのか，そういった
点が不明瞭なまま，放置されていることを指摘した．また，型式についても同様であり，実践と



理論の間に同様な乖離が見られる状態を長年放置してしまっており，日本考古学の理論的基礎
には大きな課題が残されたままであると論じた．こちらの内容については，日本旧石器学会第 17
回大会で開催されたシンポジウムでも発表を行なった． 
 また，2014 年より継続していた別の研究費と合同で，文化進化の観点から考古学および考古
遺物を考えるという『文化進化の考古学』も出版することができた（中尾・松木・三中 2017）．
本書では主に日本の考古遺物を用いた文化進化研究が紹介されているが，導入部分において，日
本考古学と数理的アプローチの関係について，歴史的・哲学的に（簡単ではあるが）考察を行う
ことができた（中尾・松木 2017）． 
 次に，同時並行して行なった共同研究についても成果を述べておく．第一に狩猟採集時代であ
る縄文時代の古人骨データに着目し，縄文時代における集団的暴力について考察した論文を発
表した（Nakao et al. 2016）．近年，狩猟採集民（時代）は比較的平和である，という人類学・
考古学での定説に対して，狩猟採集時代からヒトはかなりの頻度で集団的暴力に関わっていた，
という研究が発表されるようになっている．本研究はこうした近年の研究に対する反例となり
（実際，縄文時代に見られる集団的暴力の痕跡はほぼ皆無である），こちらは世界的にかなりの
注目を浴び，Nature や Washington Post などのメディアでも紹介された． 
 さらに，弥生時代とヨーロッパ中石器時代についても，同様の考察を行なった．弥生時代およ
びヨーロッパ中石器時代の古人骨データに着目し，縄文時代と比較することで，どの時代により
多くの頻度で集団的暴力が発生しているかを考察することができた（中川・中尾 2017，Nakagawa 
et al. 2017）．これらの内容はすべてを総合した上で，2017 年に開催された国際シンポジウム
において口頭発表も行なった． 
 また，ここまでの研究内容は日本先史時代における戦争の起源に関するものであるが，その原
因について考察した研究も発表した（中川・中尾・田村・山口・松本・松木 2019）．これは甕棺
と呼ばれる土器製の墓の数から人口動態を推定し，その人口動態と暴力頻度の間の関係を考察
した研究である．この研究の中で，甕棺に関して実測図のあり方や実際の遺物を現地で観察する
ことなどを通じ，先述した日本考古学の理論的基盤に関する哲学的検討へのフィードバックを
得ることができた．この研究についてもさまざまな場所で口頭発表を行なっているが，特に岡山
大学で開催された国際シンポジウムにおいて，ある種の学際研究としてその成果を発表するこ
とができた． 
 以上のように，考古学そのものに関する歴史的・哲学的考察は，かなりの部分を達成すること
ができたが，それを足がかりとする人文学の哲学の基盤構築に関しては，その端緒を達成するに
とどまっている．したがって，この最後の課題を今後も継続して発展させていきたいと考えてい
る． 
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